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研究成果の概要（和文）：本研究では、公共政策におけるターゲティング政策の学習について理論と実証の両面
において成果を挙げた。理論面では、最適な動的なターゲティング政策を観察データから学習する新たな手法を
開発した。開発した手法は高い頑健性と計算効率性をもつ。本研究では開発したアルゴリズムが既存の手法より
も優れた理論的性能をもつことを明らかにした。
実証研究では、家庭の電力消費量の削減を目標としたリベートプラグラムにおいて、日本で行われた社会実験の
データを使って最適なターゲティング政策を推定・評価した。とりわけ、ターゲティング政策を実行すること
で、非ターゲティング政策の実施よりも社会厚生を大きく改善することを定量的に示した。

研究成果の概要（英文）：In this study, I achieved results in both theoretical and empirical aspects 
regarding the learning of targeting policies in public policy. On the theoretical front, we 
developed a novel approach to learn optimal dynamic targeting regimes from observational data. The 
developed method has a double-robustness property and is computationally efficient. I demonstrate 
that the developed algorithm possesses superior theoretical performance compared to existing 
methods.

In the empirical study, we estimated and evaluated the optimal targeting policy in a rebate program 
aimed at reducing household electricity consumption using social experimental data from Japan. 
Specifically, we demonstrate that the targeting policy can significantly improve social welfare 
compared to conventional non-targeting policies, suggesting the effectiveness of targeting in public
 policy.

研究分野： 計量経済学

キーワード： 計量経済学　ターゲティング政策
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研究成果の学術的意義や社会的意義
データに基づいて政策を個別にデザインするターゲティング政策は、すべての人々に一律・均一に性悪介入する
従来型の政策よりも高い社会厚生を実現することが期待される。しかし、データからターゲティング政策をどの
ように構築するかについては、正確性や計算効率性の点で未だ問題が多かった。本研究では、動的なターゲティ
ング政策について、従来の方法よりも正確性や計算効率性の点で優れた手法を開発した。
また、日本で行った電力消費削減を目指したリベートプログラムの社会実験データを使い、ターゲティング政策
が従来の非ターゲティング政策よりも社会厚生を大きく改善することを定量的に示し、ターゲティング政策の有
用性を提示した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

Evidence Based Policy Making (EBPM)への関心の高まりにともない、公共政策の策定におけるデータ
分析の利用が活発になってきた。従来の EBPM の手法では、対象集団に一様に政策プログラムを実施
した場合の政策効果に関心がもたれてきた。一方、多くの政策では、個人の特性の違いによってプログ
ラムの効果が個人間で異なることが、多くの実証研究によって確認されている。そのため、個人ごとに特
性に応じた適切な政策プログラムを選択して与えるターゲティング政策の有効性が指摘されてきた。 
 しかし、ターゲティング政策をデータからどのように推定するかについては未だ分からない点が多い。と
くに、公共政策におけるターゲティング政策は、予算、公平性、解釈可能性に関する多くの制約を満た
すことが求められるが、それらの制約を満たすターゲティング政策をデータからどのように学習すべきか
については分からないことが多い。同時に、公共政策で実際にターゲティングを行った場合に、従来の
一様的な政策に比べて、社会厚生をどれほど改善するかについても実証的にあまり知られていなかっ
た。 
 

 

２． 研究の目的 

本研究の目的は次の 2 つである。1 つ目の目的は、データから公共政策における最適なターゲテ
ィング政策を学習する計量経済学・機械学習的手法を開発することである。上述の通り、公共政
策におけるターゲティングは、予算、公平性、解釈可能性などから生じる制約を満たすことが求
められる。ターゲティング政策の学習は機械学習における分類問題と類似しており、分類問題の
手法を学習に利用することができるが、一般的な機械学習の手法ではこれらの制約に対処する
ことができない。そのため、本研究では公共政策に関する外生的な制約を満たしたうえで最適な
ターゲティング政策を学習する手法の開発を一つ目の目的とする。 

 2 つ目の目的は、公共政策において実際にターゲティングを行った場合に、全員が一様・均一
に政策介入を受ける従来型の政策と比較して、社会厚生がどれだけ改善するかを実証的に明ら
かにすることである。とりわけ、日本国内で実施された大規模な社会実験データを使い、信頼性
の高い方法でターゲティング政策の効果を実証的に検証することを目的とする。 

 

 

３． 研究の方法 

  1 つ目の研究では、外的な制約のもとで最適なターゲティング政策を学習する計量経済学的手
法を構築する。とくに、より一般的かつ汎用的である動的なターゲティング政策の学習手法の開
発を行う。手法を開発後は、統計的学習理論のフレームワークを使って開発手法の統計的性質を
理論的に評価する。また、シミュレーション研究を実施して、開発手法の現実的なデータ状況に
おける性能を検証する。また、アメリカで実施された教育実験プロジェクト STAR のデータに開
発手法を応用することで、教育プログラムにおける最適なターゲティング政策を学習・提案する。 
 2 つ目の研究では、日本国内で実施された大規模社会実験データを使って、ターゲティング政
策を実施した場合の社会厚生の改善を実証的に検証する。データとしては、2021 年度環境省ナ
ッジ事業で実施した社会実験データを使い、金銭的リベートを伴う節電要請プログラムの世帯
への最適なターゲティングを学習する。ターゲティング政策の学習には経験厚生最大化法 
(Kitagawa and Tetenov 2018)を応用する。学習されたターゲティング政策と一様にプログラム
に介入される非ターゲティング政策を比較して、ターゲティング政策を実施した場合の社会厚
生の改善を統計的に検証する。 
 
 
４． 研究成果 
本研究課題では、次の 3 つの研究成果をあげて 
(1) 動的なターゲティング政策について、予算、公平性、解釈可能性などから生じる制約を満た

したうえで最適な動的ターゲティング政策を学習する計量経済学的手法を新たに開発した。
とくに 2 種類の学習手法を開発し、計算コストと外生的制約の許容性の観点から 2 種類の手
法の代替的関係を明らかにした。また、統計的学習理論のフレームワークを使い、開発した
手法の理論的最適性を明らかにした。開発した手法を、アメリカで行われた教育実験データ
に応用して、補助教員付きクラスへの生徒の割り当てについて、学習到達度を基準として、
小学校 1・2 学年にわたる最適な割り当て方法を推定・提案した。これらの結果は提案手法
のターゲティング政策策定に応用における有用性を示している。 

(2) 調査・観察データから最適な動的ターゲティング政策を学習する手法を開発・提案した。開
発した手法は 2 重頑健性を有し、局外要素を柔軟性の高い方法で推定しても、学習された政
策の社会厚生の観点で高い性能をもつことを理論的に示した。この手法も、アメリカで行わ
れた教育実験データに応用して、少人数クラスへの生徒の割り当てについて、学習到達度を
基準として、小学校 1・2 学年にわたる最適な割り当て方法を推定・提案した。これらの結



果は提案手法の政策策定に応用における有用性を示している。 

(3) 金銭的なリベートを伴う節電プログラムでは、ターゲティングによってプログラム介入を行
うことで、全世帯一律にプログラム介入を行う場合よりも、社会厚生を 3 倍以上改善するこ
とを実証的に示した。この研究結果は、ターゲティング政策の社会厚生の改善における有効
性を社会に示す結果である。また、節電プログラムにおけるターゲティング政策では所得の
高い世帯により多くの金銭的リベートが支払われるという逆進性の問題が懸念される。その
ため、社会厚生関数を修正することで、逆進性の問題を緩和したターゲティング政策の学習
方法も提案し、実際に応用した。結果として、提案手法を使うことで、逆進性の問題を抑え
ながらも社会厚生をターゲティング政策によって改善できることを示した。 
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